
学ぶ習慣づくり・１（家庭の役割）を考える
校長 五十嵐 義 彦

新学期が始まってもうすぐ1ヶ月。季節はすっかり春だというのに，さっぱり暖かい日が続きません。で

も，子どもたちは元気に登校しています。

先日，第1回目の授業参観・懇談会が行われ，嬉しいことにほとんどの保護者の皆様が来てくださいました。

そのせいか，子どもたちも張り切って学習していました。

さて，全体懇談会で皆様にお話しましたが，今年度も全学年で家庭学習を取り組むことにしました。家庭学

習に取り組む大きな目的の一つは学ぶ習慣づくりにあります。そこで，学ぶ習慣づくりでの家庭の役割につい

て考えてみたいと思います。

我が子の幸せを願わない親はいないでしょう。だれよりも一番に我が子の幸せを願い，何としても幸せな生

活を保障してあげたいと切に望んでいるに違いありません。親の子を思う気持ちは，どんなに時代や社会が変

化しようとも今も昔も変わりません。

学校は，自分の力で将来を切り開いていく（自立）能力や態度を，全ての教育活動を通して確実に身に付け

ていくよう努めています。本校でも基礎・基本となる確かな学力の定着とともに，学ぶ習慣づくりを意図的，

計画的に取り組んでいます。

家庭は家族とのふれ合いを通じて，子どもの豊かな人間性を培う最も基本的な場です。そして，安らぎと憩

いのある空間です。また家庭は，お子さんが成長する上で，幅広く学ぶ場であり，基本的生活習慣を育む場で

もあります。何よりも保護者の皆様には，常に善悪の判断，我慢すべきときには我慢できる忍耐力や自制心，

社会的マナーや規範意識の高揚，心身共に丈夫な身体づくりなど，機会をとらえてお子さんに意識化させてい

ただきたいのです。学校は家庭で学んだことをさらに磨きをかけ，鍛える場となります。

子どもは元来，知的好奇心に満ちあふれています。「わかった」「できた」という達成感や成就感に触れる

体験があってこそ，はじめて学ぶ意欲につながり，学びの習慣化につながります。「聞いたことは忘れ，見た

ことは覚え，やったことは身につく」といわれるように，体験を大切にして欲しいと思います。

次にお子さんが自分自身を好きになるようにしむけることです。各種調査では，日本の子どもは，自分自身

が嫌いで，つまらない人間だと感じ，自分に誇りを持てない子どもが，年齢が高くなるのにしたがって増加し

ています。確かに，今の社会では，夢や希望がもてない環境や情勢があるかもしれませんが，次代を担う子ど

もたちには，常に夢や希望をもたせるように心がけなければなりません。お子さんのがんばりやよいおこない

を見逃さず「よくやったね」「やりきれると信じていたよ」などの温かいまなざしや声がけが，子どもの生き

る喜びや自尊心を育て，学ぶ意欲につながります。

学ぶことの出発点は「なぜ，どうして，どうなってんの」という純粋な問いかけから始まるといわれていま

す。お子さんの学ぶ楽しさ・学ぶ意欲に灯りをともし，学ぶ習慣づくりをともに築いていきましょう。
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4月13日(水)，春の交通安全教室を行

いました。

当日は，雨模様だったため，数台の自転

車を使用して，自転車の安全な乗り方を

学びました。

雪が溶け，温かくなり，学校から帰る

と楽しそうに自転車に乗る子どもたちの
姿が見られます。

でも，遊びに夢中になるあまり，知ら

ずに車道の真ん中寄りを走ったり，思わ

ず道路に飛び出したりすること

もあります。

これから本格的な行楽シーズンを迎え，交通量も多くなります。ご家庭での

交通安全のご指導もよろしくお願い致します。

また，入学シーズン，交通安全の街頭指導にご協力いただいた PTA の皆様や，

町内会のみな様に心から感謝します。誠にありがとうございました。

５ 月 の 主 な 行 事 予 定

6日 (金 )ク リ ー ン 作 戦 (２ 時 間 目 ) 19日 (木 )学 力 テ ス ト 2･4年 (国 語 )
児 童 委 員 会 20日 (金 )学 力 テ ス ト 2･4年 (算 数 )
5･6年 顔 合 わ せ 会 19 :00~ 視 聴 覚 室 ク ラ ブ 活 動 ①

９ 日 (月 )児 童 朝 会 23日 (月 )運 動 会 特 別 時 間 割 開 始
10日 (火 )移 動 図 書 PTA 役 員 会 19 :30~ 児 童 委 員 会 (運 動 会 打 ち 合 わ せ )

安 全 の 日 27日 (金 )児 童 委 員 会
11日 (水 )職 員 会 議 31日 (火 )児 童 委 員 会 (金 曜 日 課 )
12日 (木 )合 同 修 学 旅 行 1日 目

3･4年 顔 合 わ せ 会 19 :00~ 視 聴 覚 室 「 よ い 子 の く ら し 」 を 守 り
13日 (金 )合 同 修 学 旅 行 2日 目 楽 し く 過 ご し ま し ょ う 。
17日 (火 )歯 科 検 診 帰 宅 時 刻 は 午 後 5時 で す
18日 (水 )知 能 テ ス ト (2･4年 ) 研 修 日

平成２３年度 PTA 役員
どうぞよろしくお願いします

＜ PTA 三役＞

会 長 梶田 樹一

副会長 梶田 和夫

副会長 宗像 泰志

監 査 岡島 澄人

＜各専門委員会＞

生活委員長 飯村 良子

副委員長 幸村 修一

厚生委員長 岡島 博代

副委員長 嶋田 砂智子

研修委員長 松野 めぐみ

副委員長 梶田 節子

＜学級委員＞

１，２年学級委員長 宗像 由美子

学級副委員長 土本 美幸

３，４年学級委員長 嶋田 砂智子

学級副委員長 梶田 節子

５，６年学級委員長 牧 恭子

参観日･全体懇談・学級懇談
新年度初めての授業参観日が21日(木)に行われました。中学校からは，澤

村校長先生も参観に訪れていただきました。

大勢の参観者に囲まれて，子どもたちは緊張していましたが，本校の今年

の重点目標でもある『進んで発表する子』を目指して学習する姿をみること
ができました。

学力と体力の向上を目指して
新年度が始まり，本校では学力と体力の向上を目指して二つの取り組みが始まりました。

①なわとびによる体力向上 ②朝読書の定例化
体力向上の一環としてこれまでも継続してきました 水曜日と，児童朝会のない月曜日に全校一斉に取り組

が，「より意欲的に」を目指して，20日「なわとび頑 もうというものです。各学級の教室前には読書カー

張ろう集会」を行いました。高学年による基本の跳び ドが掲示され意欲化を図っています。

方を示した後，それぞれの目標を発表したり，DVD

を観て色々な跳び方を紹介しました。新しい跳び方に 「読書」は，今年の校内研究のメイ

もどんどんチャレンジしていってほしいものです。 ンでもあります。

校内一斉に，水を打ったような静
けさの中，教師も，子どもも共に読

書している光景は，とても気持ちの

良いものです。

読書が学校だけでなく，家庭など

でも自然にできるように育ってほし

いものです。
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